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1
繁殖農家
支援事業

5,669,000 5,669,000 3,178,000 2,491,000
肉用牛（和牛）繁殖農家への支援金
上限12万円/頭（基準額 去勢50万・
雌牛45万と取引価格の差額の80%）

18農家 13農家 5 5

一時的な運転資金の一部となったが、支援金額
は取引額との差額を希望する。

R3　高齢により1農家廃業

効果的であった

2
肥育農家
支援事業

14,014,000 14,014,000 10,712,000 3,302,000

肉用牛（和牛）肥育農家への支援金
上限20万円/頭（基準額 A5～A3
2,200円/kg・A2以下　1,900円/kgと
取引単価の差額の80%に重量を乗じた
額）

4農家 4農家 5 3
一時的な運転資金の一部となったが、飼料代高
騰分が取引価格に反映されないので今後は算定
基準の変更を希望する。

効果的であった

3
園芸農家
支援事業

9,457,000 9,457,000 4,344,000 5,113,000

野菜・果樹の園芸農家への支援金
過去3年間の平均取引価格と取引価格
の差額に取引量を乗じた金額に7/12
に相当する額

74農家
米ナス(1,701)・シシトウ(420)・
甘長とうがらし(325)・
トマト(35)・カラーピーマン(46)・
ゆず(1,063)・ぜんまい(754)

*()内は千円単位

64農家
米ナス(1,315)・シシトウ(918)・
甘長とうがらし(1,584)・
トマト(209)・カラーピーマン(104)・
ゆず(607)・ぜんまい(376)

*()内は千円単位

5 5

他の制度で価格の安定化が図れないものについ
ては乗率変更を希望する。

R2　高齢により1農家廃業
効果的であった

4
花卉農家
支援事業

6,555,000 6,555,000 6,555,000
花卉農家への支援金
上限50万円/月（固定費の1/2）

3農家 5 5
一時的な運転資金の一部となったが、資材・燃
料等が値上がりしており今後の支援を希望す
る。

効果的であった

26

農業生産
性向上・
農業継続
支援事業

16,311,017 16,311,017 6,512,830 9,798,187

生産性向上や農産物の品質向上のた
めの機械・設備を導入・更新、堆肥
散布する農業者への補助金
（新技術導入・機器導入及び更新
　上限1,000,000円
　補助率3/4、
堆肥散布 4,000円/ｔ
 　補助率10/10）

機械設備導入等
9件

堆肥
520ｔ

機械設備導入等
7件

堆肥
1,833ｔ

5 5
新たな取り組みを実施するきっかけとなった。
作業効率の向上や新たな機械の導入、堆肥利用
が進んだ。

効果的であった

27

施設園芸
品質向上
対策支援
事業

4,454,000 4,454,000 2,552,000 1,902,000

農業用ハウスの被覆フィルム張替に
かかる補助金
（資材費及び展張費の補助対象上限
額の補助率2/3）

9件（団体） 11件（10団体・１農家） 5 5
支援により自己負担が軽減された。資材費の高
騰のため今後は補助対象上限額の見直しを希望
する。

効果的であった

28
林業者雇
用創出事
業

57,493,522 57,493,522 57,493,522
林業関係者の雇用創出を図るため、
林道整備やインフラ施設・設備の支
障木の伐採の委託

雇用人数
延べ256人
実人数29人

5 5

当時はコロナウイルス感染症の影響により、木
材の価格が大幅に下落したため、木材を市場へ
出荷しても採算のとれない状況であり、この事
業により、町内の林業関係者は安定した仕事と
収入を得ることが出来た。また、整備のされて
いなかった林道等を整備することで、地元の方
からもたいへん喜ばれた。

効果的であった

5
小規模事
業者緊急
支援事業

1,000,000 1,000,000 1,000,000
ゴールデンウィーク中に休業をした
宿泊・飲食事業者への協力金
（100,000円/１事業者）

10事業者 5 5

緊急・一時的な支援金額としては妥当であっ
た。
事業主の死亡のため給付事業者のうち1事業者
廃業。

効果的であった

6
小規模事
業者緊急
支援事業

4,635,000 4,635,000 4,635,000

持続化給付金の対象外事業者で売上
が前年比20%以上減少した小規模商工
事業者への支援金
（R2.3～12月の内の1か月の前年同月
比の減少額の1/2。上限800,000円/１
事業者。）

17事業者 5 5

緊急・一時的な支援金額としては妥当であっ
た。
事業主の死亡のため給付事業者のうち1事業者
廃業。

効果的であった
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10
起業支援
事業

3,902,000 3,902,000 2,266,000 1,636,000

起業又は新規事業に取り組む事業者
に対する機械・設備等の経費に対す
る補助金
（機械・設備の購入等
　　上限3,000,000円/１事業者、
　車両購入
　　上限300,000円/１事業者、
  広告宣伝費等
　　上限300,000円/１事業者）

2事業者 2事業者 5 5
起業時の初期投資の補助は有効であり、対象事
業者にとって補助金額は妥当であった。

効果的であった

11
地域資源
活用事業

10,136,980 10,136,980 3,788,620 6,348,360

商品開発や販路拡大に取り組む経費
への補助金
（機械・設備導入、商品・技術開
発、販路開拓・販売促進等の経費補
助）

9事業者 7事業者 5 5
体験型観光や道の駅のBBQテラスなど新たな取
り組みが始まり効果的であった。

効果的であった

13
観光業支
援事業

5,000,000 5,000,000 5,000,000
経営規模に応じた町内主要観光事業
者への定額支援給付金

3事業者 5 5
事業継続のための一時的な運転資金として効果
的であった。

効果的であった

20

「新しい
生活様
式」に対
応した店
づくり応
援事業

9,082,000 9,082,000 9,082,000
３密対策やキャッシュレス決済を導
入する商工事業者への補助金
（上限200,000円/１事業者）

65事業者 5 3
キャッシュレス決裁の導入が少なかった。
事業主の死亡のため給付事業者のうち２事業者
廃業。

効果的であった

21

中小企
業・小規
模事業者
事業所等
賃借料支
援事業

837,000 837,000 837,000

国の家賃補助の対象外で前年比20%以
上の減収した月があり、建物や土地
を賃借する事業所への給付金
（１事業所当たり上限100,000円/月
）

８事業者 5 5
個人事業主や零細企業にとっては固定経費が負
担軽減となり妥当であった。

効果的であった

31

観光関連
事業者持
続化支援
事業

11,856,570 11,856,570 11,856,570
経営規模に応じた町内主要観光事業
者への事業継続支援給付金

3事業者 5 4
事業継続のための一時的な運転資金として効果
的であった。

効果的であった

32

小規模事
業者等事
業継続支
援金事業

4,093,000 4,093,000 3,712,000 381,000

コロナ流行前より売り上げが減少し
た月がある飲食・宿泊業等の小規模
事業者への支援金
（上限400,000円/１事業者）

18事業者 ７事業者 5 5
事業継続のための一時的な運転資金として効果
的であった。

効果的であった

33
営業時間
短縮等要
請協力金

2,160,000 2,160,000 2,160,000

年末年始に営業時間短縮又は休業し
た飲食店、宿泊業者への協力金
（営業時間短縮　10,000円/日 、 休
業　20,000円/日 ）

8事業者 5 5
協力金として対象事業者にとっては妥当であっ
た。

効果的であった

7
子育て応
援臨時給
付金事業

4,530,000 4,530,000 4,530,000
18歳以下の子どもを扶養する者へ子
ども1人当たり1万円の支給

453名分 5 5
休校があった時期で一時的な給付としては妥当
であった。

効果的であった

15
ひとり親
世帯支援
事業

3,310,000 3,310,000 3,310,000

ひとり親世帯への給付金
（50,000円/世帯＋30,000円/子ど
も）

32世帯　57人分 5 5 生活困窮世帯にとって特に有効であった。 効果的であった

16
出生者特
別定額給
付金事業

1,700,000 1,700,000 1,700,000
特別定額給付金の対象外の新生児を
養育する者への定額給付金
（新生児1名につき100,000円）

17名分 5 5 効果的であった

12
小中学校
情報機器
整備事業

3,737,535 3,556,129 3,737,535
小中学校のタブレット情報端末、wi-
fiルーター導入及び通信費（別途国
庫補助対象経費を超えるもの）

タブレット情報端末　165台
ルーター　30台
通信費　8カ月分

5 5
授業での活用や配信利用しており整備費用とし
て妥当であった。

効果的であった

14
読書のま
ちづくり
事業

2,184,753 2,184,753 2,184,753
町立図書館貸出予約サービス向上業
務等委託料、図書購入費（図書館・
学校・保育）

町立図書館の貸出予約サービス向上委
託　732千円
図書購入費　1,453千円

5 5 費用としては妥当であった。 効果的であった
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17
子どもの
学び支援
事業

16,853,364 16,853,364 16,853,364
公共施設のＷｉ－Ｆｉ整備工事費、
学校のプロジェクター・プロジェク
ター用黒板整備工事費及び備品費

小中学校プロジェクター整備工事（9教
室）　　　 11,550千円
コミュニティーセンター等Wi-Fi整備工
事（8カ所）　4,899千円
学校・保育用ビデオカメラ
606千円

5 5
授業での活用や配信利用しており整備費用とし
て妥当であった。

効果的であった

18
学びの継
続給付金
事業

7,100,000 7,100,000 7,100,000
大学等で学業を継続している者を扶
養する者への定額の給付金
（大学生等一人当たり100,000円）

71名分 5 4 一時的な給付金として妥当であった。 効果的であった

34

学校保健
特別対策
事業費補
助金

77,477 39,477 77,477
感染症対策をとり学校教育活動を継
続するための学校用衛生用品等の購
入

消毒液他

別途国庫補助あり
臨時交付金充当額39

5 5 学校での感染対策として効果的であった。 効果的であった

35

学校保健
特別対策
事業費補
助金

2,000,000 1,000,000 2,000,000
感染症対策をとり学校教育活動を継
続するための学校用衛生用品等の購
入

マスク・消毒液・非接触体温計・サー
キュレーター他

別途国庫補助あり
臨時交付金充当額1,000

5 5 学校での感染対策として効果的であった。 効果的であった

36

公立学校
情報機器
整備費補
助金

879,120 440,120 879,120 GIGAスクールサポーター謝金
別途国庫補助あり
臨時交付金充当額440千円

5 5
情報機器をスムーズに運用するため効果的で
あった。

効果的であった

38

土佐町学
校保健特
別対策事
業費補助
金

391,935 391,935 391,935
感染症対策をとり学校教育活動を継
続するための学校用衛生用品等の購
入

マスク・消毒液・非接触体温計・サー
キュレーター他

別途国庫補助対象経費上限を上回る分

5 5 学校での感染対策として効果的であった。 効果的であった

8
感染症予
防対策事
業

18,626,107 15,513,852 12,056,710 6,569,397
感染症予防のための衛生用品や備品
等の購入

衛生用品・備品購入（うち県費補助
2,574千円）

避難所備蓄品（マスク・消毒液・防護
服・パーティション他）
テント、非接触体温計、電光表示板、
長机、サーキュレーター、フェイス
シールド他

消毒液他衛生用品

サーマルカメラ、大型送風機、学校・保
育・庁舎用備品

5 5

保育・学校での感染対策としても効果的であっ
た。（左記評点は教育委員会分）

【参考】
クラスタ―の発生状況
庁舎内　　令和2・3年度　０件
小中学校　令和2・3年度　０件
保育所　　令和2・3年度　０件

効果的であった

19
車両購入
事業

9,770,938 9,770,938 9,770,938

3密軽減目的で増車（乗車人数が多い
場合に複数台で送迎）のため送迎用
車両のマイクロバス1台と山間部への
送迎用にワゴン車を購入

マイクロバス　7,409千円
ワゴン車　　　2,284千円

― ―
【参考】
車両はワクチン接種の送迎や行事の送迎に使用

効果的であった

9
コロナ対
策空き家
発掘事業

250,000 250,000 250,000
居住できる空き家を確保した団体等
への交付金
（50,000円／戸）

5件 0件 3 5

地区ぐるみで取り組んでくれるところがあり、
空き家を貸し出す動機付けとなった部分もあ
る。
【参考】
R4.6月現在
3件　入居済み
1件　入居希望者あり
1件　R4に改修予定

やや効果的であった

22

モニター
ツアー造
成支援事
業

3,814,000 3,814,000 3,144,000 670,000

町内への日帰りツアーや町内宿泊を
含むツアーを催行する旅行業者への
補助金
（R2：日帰りツアー上限50,000円、
宿泊ツアー上限100,000円）
（R3：日帰りツアー上限20,000円、
宿泊ツアー上限30,000円）

55ツアー
日帰り客　890人
宿泊客　　168人
直接的経済効果　9,650千円

29ツアー
日帰り客　441人
宿泊客　　213人
直接的経済効果　6,724千円

5 5
人流が回復し、期待以上の経済効果があった。
今後も訪れたいと思える町づくりを関係機関・
団体と連携して行っていく必要がある。

効果的であった

23
地域応援
観光促進
事業

6,155,282 6,155,282 3,974,440 2,180,842
観光クーポン発行・利用クーポンの
精算・広告等の経費に対する補助金

1,000円券
換金枚数3,117枚

500円券
換金枚数4,301枚

5 4

事業実施で経済効果があった。
事業費について事務経費が算定されなかった
り、急な実施で準備不足な部分があったが、同
様の事業実施の場合は改善点がある。

効果的であった
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24

スポーツ
ツーリズ
ム・アウ
トドア観
光促進事
業

81,922,790 43,606,790 6,732,300 75,190,490
地域観光資源のブラッシュアップや
スポーツツーリズムやアウトドア観
光の受入体制整備

森林公園整備
　整備基本設計委託　 1,980千円

カヌー関連
　競技用カヌー18艇　　3,759千円

その他観光
　観光パンフデザイン　 494千円
　観光案内看板 　　　　499千円

森林公園整備（県補助　33,316千円）
　整備工事設計費　　　2,619千円
　整備工事設計監理費　　737千円
　整備工事　　　　　　46,201千円
　手数料　　　　　　　　　21千円

カヌー関連
　カヌー用消耗品等　　　543千円
　湖の駅プロモーション委託料
　　　　　　　　　　 　3,300千円
　艇庫工事　　　　　　10,230千円
　カヌー4艇・サップ25組　5,020千円
　手数料　　　　　　  　　42千円
　競技用モニター等　　　　266千円
　
その他観光
　消耗品　　　　　　　　　125千円
　パンフレット印刷　　　　370千円
　体験博覧会委託料　　　4,451千円
　看板作成　　　　　　　　605千円
　観光スポット安全対策工事　660千円

4.3 4.3

・自然体験型観光やキャンプなどへの指向が高
まるなか、事業実施時期も適当である。
比較的高価であるが国内流通が少ないカヌー・
サップの導入で独自性があり、さめうら湖の静
水環境を活かし、教育旅行および団体旅行の誘
致につながった。
森林公園整備は県補助金を活用し、過剰な投資
を避け優先項目から必要最低限の整備を実施し
ている。同時にプロモーションも行ったこと
で、即効性および費用対効果は高いと考えられ
る。
他地域との差別化を図るため、さめうら湖その
ものの活用とさめうら湖を一望できる公園部分
を組み合わせた価値を提供することが重要であ
り、湖面活用と同時並行での公園整備が最も効
果的である。
・公園から道の駅への遊歩道の整備を検討でき
ないか。
・今後の経済波及効果に期待する。

効果的であった

25
プレミア
ム商品券
発行事業

53,658,449 53,658,449 53,658,449
プレミア付き商品券の発行
（50,000円分のプレミアム商品券を
20,000円で販売）

プレミアム分　　51,645千円
販売率　89.06％
換金金額　85,815千円

5 5

消費者側の恩恵だけでなく、地域内の事業者に
とっても販売増加のきっかけとなった。
商品券利用店舗のうち２事業者は事業主の死
亡、１事業者は高齢により廃業。

効果的であった

29
障がい者
雇用創出
事業

1,132,822 1,132,822 589,292 543,530
障がい者の雇用創出を図るため、公
共施設の清掃や事務作業等の業務を
委託

雇用人数
延べ423人　実人数21人

雇用人数
延べ527人　実人数21人

5 3 今後も事業を継続してもらいたい。 効果的であった

計 384,750,661 341,664,000 268,624,855 116,125,806

関係団体の評点 5 効果的であった

（関係団体が複数の場合は平均点） 3 どちらともいえない

2 あまり効果的でなかった

1 効果的でなかった


